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福島原子力企業協議会

　　 　　

　 　　 　

　　 　 　　

　　 　

　

 晩秋の候、皆様にはいっそうご活躍のこととお慶び申し上げます。日頃より格別のご協力を賜り厚く
お礼申し上げます。コミュニケーション活動の一環として会員各位の相互理解をより一層深める一方
策として、平成２６年度から企業訪問を開始しています。 
企業訪問を通じて、会員相互の理解活動に少しでも貢献できればと思います。 
 今回は１０月中旬に倉伸さんにお邪魔しました。発電所内外で皆さんが現場作業に取り組まれてい
る状況を報告いたします。 

   編集後記 
 
今回は、倉伸さんを訪問しました。発刊に当たり、
梅田工事部長、小野寺作業所長 他関係者の方
には大変お世話になりました。 
倉伸さんでは、震災後、1F廃炉作業を進めるため
の車両整備工場等の建設や雨水処理など多種多
様な復旧作業を対応されてきました。ありがとうご
ざいます。 
企業協議会では少しでも皆様のお役に立てるよう
に頑張りたいと思いますので、宜しくお願いします。 
                       発行責任者；事務局長 坂本 浩美 

倉伸さんにお邪魔した時のスナップ写真です。 
梅田工事部長、小野寺福島第二作業所長、菅原所長様か
ら現場作業への取り組みについて写真を見ながらご説明
をいただきました。 
構内車両整備工場等の設置や雨水処理などを通じて廃炉
作業に多方面から貢献されている様子や、社員と協力会
社の皆様が一体となって日々安全に取り組まれている状
況をお聞きすることができました。 
現在は四倉の工業団地に事務所がありますが、来年３月
には富岡に事務所を移転されるとのことです。 
お忙しいところ、ご対応いただきありがとうございました。 
 

～お知らせ～ 
企業協議会のホームページを11月にリニューアルし、「企業協議会だより」もホームペー
ジから閲覧できるようになりました。今後も内容を充実していきますので、ご活用ください。 
ＵＲＬ：http://kyougikai.com/ 
 
～次回予告～ 
次回（１２回目の企業訪問）は、訪問先を調整中です。 

協議会訪問 

【福島事業所】  梅田福島事業所工事部長 兼事業所長から一言 
 当社の社是である「見えないところに確かな力 
見えないからこそ確実に」をモットーに技術の向上
と信頼される企業になる様に日々努力していきま
すので宜しくお願い致します。また職場は、「報・
連・相」を徹底して安全を意識した業務を進めて行
きます。 

小野寺福島第二作業所長から一言 
 当社の業務は土木・建築を主体に実施しており、
建築設備の保守等、土木関係は除草作業・土木
設備の補修等を実施している。災害は多くの人に
迷惑を掛けます。だからこそ、客先と十分な検討を
行いみんなで安全・安心につながる様に意識し、
良い業務を行うことで喜びを共有できるように努力
していきます。 

構内車両整備工場の建設 

震災後、1F構内で使用する車両の整備・点検を
するための整備工場を建設しました。 

高台ＭＣ（ﾒﾀｸﾗ）建屋の建設 

５６号機へ電源を供給するＭＣ建屋の建設を進
め、去年の３月に完成しました。 

固体廃棄物の貯蔵・管理のため、沈下した 
スラブの復旧工事を実施しました。 

固体廃棄物貯蔵建屋 床修理工事 

雨水の処理 

タンクエリア内で
発生した雨水処理
移送ポンプ建屋の
屋根・壁取付けを
実施しました。 
 

 福二での作業（構内・進入路の草刈り作業） 

福島第二では、構内、進
入路の草刈り作業の他、
500kV開閉所屋上の防水
シート取替作業・倉庫屋
根漏水修理工事など、広
範囲な作業を行っていま
す。 

１月９日に「安全祈願」と船引町
「辰巳屋」にて福島事業所も参加し、
新年会を開催しました。 

 平成28年新年会の開催  安全の取り組み 

1Fでは、厚生棟休憩所で全体朝礼を行っています。現場が複数あ
りますので、人員の配置、車両、重機、工具などの割り振りを確
認し調整します。 
朝礼後には、各現場ごとにＲＫＹミーティングを行っています。 

四倉作業所では、毎月安全衛生委
員会を開催し、その月に応じた安
全対策や注意事項の確認など社内
での情報共有を図っています。 

 福一の安定化・廃炉作業へ向けた取り組み状況 

 
 ＲＹＫ 実施風景 

全体朝礼 
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